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１ はじめに 
近年、CSRはグローバル化や企業の不祥事にともな

い、企業にとり必要不可欠な要素である1)。CSRの先行

研究では、財務上の組織パフォーマンスへの関心が高

い2)。一方で、組織の構成員レベルでの先行研究では、

CSRが従業員の心理や態度、行動に与える影響を焦点

としてきた3)。CSRが外部の高い評価を通じて、間接的

に組織の自尊感情に影響を与えることが、アンケート

データにより実証されている4)。本研究はこの組織の自

尊感情に着目し、CSRに関するマクロデータによる評

価指標を作成するための分析を探索的に実施する。 
 

２ 理論と仮説 
(1) 組織の自尊感情 
個人や組織が社会に対して、組織の高い認知を求め

る感情は組織に関わる自尊感情である5)。この感情には、

個人に依存した感情と、組織行動から構成員が生み出

す組織レベルの感情がある6)。CSRは組織行動であるた

め、本研究では2つのレベルの中から、組織レベルであ

る組織の自尊感情を対象とする。 

(2) CSR活動の事例 
実際のCSR活動から組織の自尊感情が生み出された

事例を提示する。P&G西アフリカでは、高い乳幼児の

死亡率引き下げと乳幼児の成長に貢献するために、「パ

ンパース移動診療所」をはじめた7)。この活動は地域訪

問型の乳幼児健診であり、訪問後にパンパースを配布

している。この活動から現地の社員は、自社製品が生

命を救う活動の中心にあると認識し、社員の誇りが生

み出された7)。さらに西アフリカでパンパースの売上が

急増し、成長著しい市場となった7)。 
(3) CSRが組織の自尊感情を生み出すメカニズム  

CSRが組織の自尊感情を生み出すメカニズムは社会

的アイデンティティ理論8) で説明できる。社会的アイ

デンティティとは、社会的グループへの所属から得ら

れる価値や感情的意味である8)。社会的アイデンティテ

ィ理論は、社会的アイデンティティの確立から自尊心

の獲得までを説明している。 
組織の自尊感情は社会的アイデンティティによって、

個人の自尊心が満たされないときにおこる２つの組織

行動から生まれる。一つは他の組織と競争することで、

自己の所属する組織の優位を保つ社会的競争8) 9)であ

る。もう一つは、自尊心の獲得の際に用いた他組織と

の比較の基準を変えることで、自己の所属する組織の

優位を保つ社会的創造がある8) 9)。CSRは企業の従来の

売上やシェアなどの比較基準とは異なる、新たな比較

基準であることから、社会的創造の一種であると考え

られる。 
 

3 データと分析手法 
本研究はCSR企業総覧10)から、2014年のCSRへの取

り組みに関するデータを利用した。製造業を対象とし、

最終的にデータ件数は101件となった。分析手法は探索

的因子分析をしてから共分散構造分析を用いた。 
本研究では、組織の自尊感情は潜在変数として扱い

分析する。潜在変数とは、観測できないが、理論的背

景からその存在が確認されている変数である。 
 

4 分析結果 
探索的因子分析 (主因子法、プロマックス回転) 

により、多数のCSRに関するデータから15項目、6因子

を抽出した。さらに、各因子に含まれる項目から、因

子寄与率が高い順に2項目ずつ、計12項目を変数として、

共分散構造分析を行った。12個の変数間の相関係数の

最大値は0.80と高いが、多重共線性の指標であるVIFを
確認したところ最大値が5.46と閾値の10以下であり、

問題はない。共分散構造分析の結果は図1に示した。

CSRの12項目は潜在変数である組織の自尊感情に対し

て、すべて正の影響を示した。 
 

5 考察 
本研究の理論的貢献は、組織の自尊感情をCSRに関

する客観的なマクロデータにより、潜在変数として提

示したことである。先行研究ではアンケートデータに

より、組織に関する自尊感情の存在とその構成要素を

実証していた４)。その成果を拡張した上で、マクロデ

ータにより、組織が生み出す自尊感情を実証可能にし

たことは、大きな理論的貢献と考える。 
次に、先行研究を拡張したことで、構成要素間の階

層構造を明らかにした。本研究で追加した２つの要素

はいずれも、組織の対外的な評価の獲得に影響を及ぼ

すと考えられる。先行研究４)では、対外的な評価は、

組織の自尊感情の醸成を強める存在として指摘されて

いたが、組織の自尊感情の定義より、対外的評価は必

要不可欠なものとも考えられる。本研究では、対外的

評価の要素として、モデルに組み込み、分析モデルを

より理論に則したものとした。 
最後に、組織の自尊感情を潜在変数として提示した

上で、評価指標の可能性を示唆した。共分散構造分析

では着目する観測変数や潜在変数を構造変数と呼ぶ。t
を構造変数がm個あるときのm行のベクトルとし、Aを

パス係数のパラメータ行列、uを観測変数や潜在変数に

まつわる外生変数とするとモデル式は式１のように表

せる11)。 
 

 式１ 
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つまり、組織の自尊感情は4つの潜在変数と12個の

CSRに関するマクロデータにより、数値として算出す

ることができる。さらに、CSRに関する４つの潜在変

数自体がCSR活動の指標となる可能性がある。今後、

本研究で提示した組織の自尊感情を含めた５つの潜在

変数を算出し、合成変数にすることが重要である。 
一方で、本研究には限界もある。データ件数が101

件であり、対象が製造業のみである。共分散構造分析

は多くの研究で200件程度使用しており、適合度の各指

標はデータ数に依存する部分がある。対象データも限

定的であり、今後は複数の産業を対象とした分析を行

うべきである。以上の限界はあるが、組織行動論の実

証研究に対しての貢献を損なうものではない。 
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図 1：共分散構造分析の結果 
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